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学 位 静 文 内 容 の 要 旨
転移性脊椎腫疾患者の治療法は様々であり､適切な治療法を選択するには患者の予後を予
測することが重要である｡転移性脊椎腫癌患者の予後予測因子を同定する目的でこの研究を
行った｡転移性脊椎腫癌患者 143例で､過去に報告されている11個の予後予測因子:性別､
年齢､performancestatus､麻痔､痔痛､原発腫癌の種類､主要臓器-の転移､化学療法歴､
脊椎転移までの期間､脊椎転移数､脊椎外骨転移数について､多変量解析を用いて検討した｡
平均生存期間は22カ月であった｡多変量解析では原発腫壕の種類(hazardratio[HR]=6.8,
pく0.001)､主要臓器転移(HR=2.01,p=0.005)､脊椎転移までの期間(HR=1.77,p=0.028)､脊
椎外骨転移(HR=1.75,p=0.017)が独立した予後因子であった｡原発腫癖の種類は大きな影響
のある予後予測因子であり､将来的には原発腫癌別に予後予測をすることが必要と考えられ
た｡
輸 文 事 査 結 果 の 要 旨
本研究は､転移性脊椎腫疾患者の治療法にあたり､患者の予後予測因子
を解析し､適切な治療法を選択することを目指したものである｡143例の
転移性脊椎腫疾患者について､性別､年齢､performancestatus,麻痔､疹
痛､原発腫癌の種類､主要臓器への転移､化学療法歴､脊椎転移までの期
間､脊椎転移数､脊椎外骨転移数について､多変量解析を用いて分析した
ところ､原発腫虜の種類､主要臓器転移､脊椎転移までの期間､脊椎外骨
転移が独立した予後因子であることが明らかとなった｡その中でも､これ
までの多くの研究と同様､原発腫虜の種類が最も大きな影響を与える予後
因子であったQこの結果は､今後の転移性脊椎腫嬢の治療方針を考える上
で有用であり､価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
